
県外派遣報告書 

報告者：中島弘幸  

 

大 会 名：第 46 回 全九州中学生バスケットボール春季選手権大会  

派遣期間：令和 8 年 2 月 27 日～3 月 1 日  

会  場：クラサス武道センター（大分県） 

担当ゲーム：〔女子 1 回戦〕日章学園（宮崎）ｖｓINFINITY（沖縄） 

            CC：中島，U1：山本（大分），U2：奥山（大分）  

〔男子 1 回戦〕B’arts（沖縄）ｖｓヴォルターズ U15（熊本）  

CC：中島，U1：小形（大分），U2：久保（大分）  

〔男子準決勝〕HYUGA D’RISE（宮崎）ｖｓTAKE ONE（福岡）  

CC：秀島（佐賀），U1：中島，U2：小田原（大分）  

 

【担当 3 ゲームの報告】  

 

〔女子 1 回戦〕日章学園（宮崎）ｖｓINFINITY（沖縄）  

 試合の序盤は両チームとも落ち着いた入りであり，クルーとしてもテンポセットをしっかりと行うこ

とができた。 

 しかし，控え選手の中に「やや身長が大きいセンタープレーヤー」がおり，その選手がコートインする

と，試合の様相が変わっていく。 

 

・相手ディフェンダーが守ろうとしている手を，いつも振り払う（嫌がる）素振りが続く。 

・リバウンド争いにどんどん参加をしてくるため，コンタクトが多くなる。 

・マッチアップの２人がバランスを崩すなどすると，ベンチや観客席から声が出始める。 

 

以上の３点を，クルーでゲームコントロールしていくために，タイムアウトやクォーター間で積極的に

コミュニケーションをとった。内容は以下の通りである。 

 

○自分のプライマリの中にセンターのマッチアップがあるのなら，いわゆるボールウォッチャーに 

ならず，センターを長く見ることで，最初にイリーガルなコンタクトを起こした選手はどちらなの 

かを見逃さない。（ベンチや観客が注目しているマッチアップを，クルーが見逃すことのないように） 

 ○ボールの位置によりリードはローテーションをすることをベーシックとするが，センターのマッチ 

アップがあることも，ローテーションの判断材料にする。 

 ○プレーヤーに声をかけてコミュニケーションを取り，レフェリーがオフボールから判定している 

ことを伝え，お互いのプレーヤーがクリーンにプレーをすることを促す。 

（もちろんイリーガルなコンタクトがあれば，必ずコールして示す） 

 



〔男子 1 回戦〕B’arts（沖縄）ｖｓヴォルターズ U15（熊本）  

 先ほどの女子の試合とは違い，試合開始からお互いが積極的にプレッシャーをかけたディフェンスを

展開した。クルーでの共有事項は以下の通りである。 

 

 ・オフェンスの抜き際に使う「手」，ディフェンスの抜かれ際に使う「手」，こういったイリーガルな 

  手の使い方については，クルーが３人とも一貫してコールすることで，チームや選手に示す。 

 ・ボディであっても，例えばディフェンス側が「後方や横」また「自分から」コンタクトを起こしに 

いくものは，イリーガルなものとして，毅然としたコールが必要となる。 

 

CC として，まず自分がテンポセットを示し，クルーの２人もその基準を理解しながら，どんどん良い

コールを宣してくれたおかげで，コーチとも良いコミュニケーションを取りながらゲームを進められた。 

クォーターが進むにつれて，ゲームは落ち着きつつあったが，その時に大切にしたクルー共有事項は以

下の通りである。 

 

○最後まで同じ基準でコールし続けること。「このぐらいのコンタクトは OK なのでは？」という 

 曖昧な姿勢をつくってしまうと，一気に違った様相のゲームに変わってしまう。コーチや選手に 

 最後まで公平で明確な基準を提供し続ける。 

 

 

 

〔男子準決勝〕HYUGA D’RISE（宮崎）ｖｓTAKE ONE（福岡）   

 準決勝ということで，両チームともレベルの高いバスケットを展開していた。クルーとしても，上級や

地元大分県の中体連で期待される B 級審判の方と一緒に，コーチや選手が安心できるレフェリングをす

ることができた。両チームの情報があまり多くなかったので，試合開始から早い段階で特徴を捉え，共有

した事項が以下の通りである。 

 

 ・福岡に１人，身長も高く運動能力の高いプレーヤーがおり，積極的にドライブをする。 

 ・宮崎は，１on１だけでなく「バックドア」や「キックアウト」などの合わせが多い。 

 ・福岡は，ナンバープレー含め，セットオフェンスをしっかりと作ることができる。 

 

 以上のことをクルーで共有しながら，より良いプレーコーリングにつなげるために心がけたことは，

以下の通りである。 

 

 ○キープレーヤーについては，ボールサイド２を形成するために積極的にローテーションを行うこと。 

  加えて，そのプレーヤーがボールを離しても，オフボールの動きや，いつショットが起きてリバウン 

ド争いが始まってもいいように，プライマリレフェリーが目を当てる。 

 ○合わせのプレーやナンバープレーに備え，レフェリーそれぞれが自分のプライマリを遵守する。 

  そうすることで，マッチアップだけでなくヘルプディフェンダーとの接触も落ち着いて判定できる。 



【派遣にあたり】 

大分県協会の樋口審判委員長はじめ，大分県 U15 部会の皆様，審判員の皆様には，我々派遣審判員の

ために，準備から当日の大会運営に多大なるご尽力を賜りました。 

また，今回私は 5 名の地元審判員の方とクルーを組ませていただきましたが，どの方も向上意欲があ

り，大分県として取り組まれている成果が一つずつ形になっていると感じました。 

同じ九州ブロックとして，とても良い刺激をいただきました。鹿児島県としても，大きな全国大会が終

わり，また新たな気持ちで県全体をレベルアップしなければならない期間に入っていると思います。私

も今回派遣をいただいた経験を，県内審判員に還元していき，鹿児島県のために尽力したいと思います。 

派遣に際しまして，鹿児島県協会の皆様，原田審判長はじめ鹿児島県審判委員会の皆様に，御高配をい 

ただき，感謝申し上げます。誠にありがとうございました。 


